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産業の育成・振興に関する調査特別委員会を開催しました茨城県議会ICT化検討会議を開催しました
　本委員会は、県内産業の育成や振興に関する諸方策の在り方について
調査検討を行うため、今年３月に 15 名の委員で設置されました。
　第１回委員会（５月27日開催）では、調査方針および調査活動計画を決
定しました。また、内閣官房日本経済再生総合事務局から事務局次長の
平井裕秀氏をお招きし、国の成長戦略などについて意見聴取を行いまし
た。執行部からは、質の高い雇用の創出や新産業育成と中小企業などの
成長について取り組みの現状を聴取し、意見を交わしました。
　第２回委員会（６月21日開催）では、執行部から農林水産業の成長産業
化や、多様な働き方を促進するための環境づくり、新しい時代に求めら
れる「人財」の育成などの取り組みの現状を聴取し、活発な議論を行い
ました。
　今後も、第４回定例会での調査結果の報告に向け、引き続き調査検討
を進めてまいります。

　本会議は、今年３月に議長の諮問機関として、12 名の委
員で設置されました。
　５月の第１回会議（５月17日開催）では、今後のスケジュー
ルを決定するとともに、執行部や議会事務局からＩＣＴ化
に関する本県の状況について、聴取を行い、意見を交わし
ました。
　６月の第２回会議（６月７日開催）では、自治体へのペー
パーレス議会システムの導入実績を有する企業の協力を得
て、端末などのデモンストレーションを実施しました。
また、議会事務局から他の都道府県議会の状況などについ
て、聴取を行いました。
　今後も、議会審議の充実や議会運営の効率化・活性化に
つながるよう、引き続き検討を進めてまいります。

ことば ※3【キッズゾーン】…小学校などの通学路に設けられているスクールゾーンに準ずるものとして国が創設を検討中の制度。

ことば ※1【主要農作物種子法】…主要農作物である稲、麦、大豆の優良な種子の生産及び普及の促進を目的とする法律。平成30年4月1日に廃止。
※2【地域枠制度】…大学医学部に本県出身者など対象の定員枠を設置し入学者に修学資金を貸与。医師免許取得後、県内医療機関に9年（うち半分以上医師不足地域）勤務したと

き返還免除する制度。

島
田
幸
三
委
員
（
自
民
）　

昨
年
の
主
要
農

作
物
種
子
法
の
廃
止
後
も
、
県
の
種
子
生

産
の
取
り
組
み
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
予
算

を
確
保
し
て
ほ
し
い
が
、
今
年
度
の
状
況
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
の
原
種
苗
セ
ン
タ
ー
の

運
営
管
理
委
託
な
ど
に
要
す
る
経
費
に
加
え
、

特
に
今
年
度
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
し

た
機
械
設
備
を
更
新
す
る
た
め
、
法
律
の
廃

止
直
前
の
平
成
二
十
九
年
度
の
予
算
と
比
べ

二
十
九
％
多
い
予
算
を
確
保
し
た
。

（
ほ
か
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
管

理
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
対
策
な

ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
県
民
）　

女
性
は
出
産

な
ど
で
離
職
す
る
と
再
就
職
が
難
し
く
、
母

子
家
庭
で
は
貧
困
世
帯
の
割
合
が
高
い
。
女

性
の
再
就
職
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

県
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

時
差
出
勤
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
中
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
年
代
の
女
性
が
希
望
に
沿
っ
た
働
き
方
を

選
択
で
き
る
、
柔
軟
な
職
場
環
境
の
整
備
を

進
め
る
企
業
を
支
援
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
Ｄ
Ｖ
の
予
防
と
被
害
者
に
対
す

る
支
援
、
医
師
偏
在
へ
の
対
応
と
医
療
政
策

な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

認
知
症
の
最
大

危
険
因
子
が
難
聴
と
の
報
告
も
あ
る
が
、
補

聴
器
購
入
費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
日
本
で

は
欧
米
に
比
べ
て
補
聴
器
使
用
率
が
低
い
。

難
聴
と
認
知
症
の
関
連
性
、
補
聴
器
の
適
切

な
使
用
促
進
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

国
で
も
難
聴
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
要
因
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
補
聴
器

使
用
に
よ
る
認
知
症
予
防
効
果
の
検
証
も
開

始
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
偕
楽
園
の
有
料
化
、
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
な
ど
も
質
問
）

村
田
康
成
委
員
（
新
自
ク
）　

本
県
で
は
医

師
多
数
区
域
と
鹿
行
医
療
圏
の
よ
う
な
医
師

少
数
区
域
と
で
隔
た
り
が
あ
り
、
危
惧
し
て

い
る
。
医
師
偏
在
の
早
期
解
消
に
向
け
た
抜

本
的
対
策
を
お
願
い
し
た
い
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
の
医
療
法
改
正
に
伴

い
、
医
師
確
保
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
計
画
に
記
載
が
想
定
さ
れ
る
地

域
枠
制
度
の
運
用
や
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
医
師
少
数
区
域
へ
の
医
師
派
遣
な
ど
実
効

性
あ
る
医
師
偏
在
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
神
栖
済
生
会
病
院
と
鹿
島
労
災

病
院
の
再
編
統
合
な
ど
も
質
問
）

金
子
晃
久
委
員
（
自
民
）　

火
災
が
発
生
し

た
常
総
市
の
古
物
業
者
と
同
様
の
事
業
者
に

対
す
る
再
発
防
止
対
策
は
。
ま
た
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
処
理
に
係
る
今
後
の
方
針
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

事
業
者
の
保
管
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
緊
急
に
立
入
検
査
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
改
善
が
必
要
な
事

業
者
に
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
町
村
や

事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
助
言
や
情
報
提

供
を
行
い
、
県
内
で
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
処
理
体
制
の
充
実
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
消
防
広
域
応
援
の
体
制
、

消
防
団
の
活
動
、
情
報
共
有
な
ど
も
質
問
）

加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

創
設
二
十
五
周

年
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
に
対
し
、
Ｊ
１

昇
格
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
大
き
な

経
済
効
果
も
見
込
ま
れ
る
Ｊ
１
昇
格
に
向
け
、

県
の
さ
ら
な
る
支
援
を
望
む
が
、
所
見
は
。

知
事　

チ
ー
ム
が
上
位
に
い
る
こ
の
好
機
を

捉
え
、
県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
な
ど
、
各
種

媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
チ
ー
ム
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議
会

と
も
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
観
戦
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
支
援
方
策
も
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、偕
楽
園
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
向

上
、
高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
な
ど
も
質

問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

大
津
市
で
起
き

た
交
通
事
故
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
園
児

の
散
歩
コ
ー
ス
の
交
通
安
全
対
策
の
必
要
性

を
明
確
に
し
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

六
月
末
を
め
ど
に
園
児
の
散

歩
コ
ー
ス
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
横
断
歩

道
の
新
設
や
塗
り
直
し
、
交
通
規
制
の
見
直

し
な
ど
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
。
「
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
」
創
設
を
検
討
す
る
な
ど
の
国

の
交
通
安
全
緊
急
対
策
も
踏
ま
え
、
安
全
確

保
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
総
合
教
育
会
議
と
新
し
い
教
育

大
綱
の
策
定
、
取
手
市
立
中
学
校
の
生
徒
の

自
殺
事
案
に
係
る
調
査
結
果
な
ど
も
質
問
）

萩
原
勇
委
員
（
自
民
）　

今
後
は
Ａ
Ｉ
で
い

か
に
社
会
課
題
の
解
決
を
実
現
で
き
る
か
が

重
要
に
な
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
手
話
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
開
発
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
。
他
県
に
先
駆
け
て
Ａ
Ｉ
活
用
を

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

産
業
戦
略
部
長　

県
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
、
筑
波
大
学
な
ど
と
の
連
携
を
一

層
強
化
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
産
業
振
興
や
県
民
生
活

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
児
童
相
談
所
の
強
化
、
外
部
や

地
域
と
連
携
し
た
体
育
授
業
な
ど
も
質
問
）

予 算 特 別 委 員 会

６
月
20
日（
木
）

　

島し
ま
だ田　
　

幸こ
う
ぞ
う三（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

村む
ら
た田　
　

康や
す
な
り成（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

金か
ね
こ子　
　

晃て
る
ひ
さ久（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男
（
公　
　

明　
　

党
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　
　
　

勇
い
さ
む（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会




